
はだの議会だより〘5〙平成 23年（2011年）8 月14日（日）第201号

　
６
月
定
例
会
で
は
、３
件
の
陳
情
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
議
案
１
件
が
議
員
か
ら
提
出
さ

れ
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
陳
情
・
意
見
書
の
全
文
掲
載
は
紙
面
の
都
合
上
、省
略
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
全
文
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

陳
情

意
・

見
書

議

案

審

議
議
案
審
議
は

１
・
6
面
に
も
掲
載

（

）

平
23
陳
情
第
９
号　

神
奈
川
県
最
低
賃

金
改
定
等
に
つ
い
て
の
陳
情

▼
願　

意

　

神
奈
川
県
最
低
賃
金
の
諮
問
・
改
定

を
早
期
に
行
い
、
「
同
一
価
値
労
働
同

一
賃
金
」
の
観
点
に
立
ち
、
正
規
雇
用

労
働
者
の
賃
金
水
準
へ
の
接
近
を
基
本

に
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
賃
金
の
改
定

を
図
る
こ
と
、
ま
た
、
特
定
最
低
賃
金

の
改
定
に
つ
い
て
は
、
大
企
業
の
組
織

労
働
者
の
賃
金
水
準
へ
の
接
近
を
基
本

に
そ
の
改
定
を
図
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　
　

採　

択
（
賛
成
多
数
）

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
提
議
案
第
１
号　

最
低
賃
金
制
度
の

充
実
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て▼
要　

旨

　

雇
用
環
境
が
依
然
厳
し
い
状
況
下
、

神
奈
川
県
最
低
賃
金
の
諮
問
・
改
定
を

早
期
に
実
施
し
、
フ
ル
タ
イ
ム
正
規
雇

用
労
働
者
の
賃
金
水
準
へ
の
接
近
を
基

本
と
し
て
、
「
生
活
で
き
る
最
低
賃

金
」
と
す
る
た
め
の
対
応
を
図
る
な
ど
、

適
切
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
、
国
に
意

見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

平
23
陳
情
第
８
号　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

を
秦
野
市
内
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
陳
情

▼
願　

意

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
高
齢
者
な
ど
が

仲
間
と
一
緒
に
楽
し
め
、
健
康
に
寄
与

す
る
ほ
か
、
町
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
た
め
、
市
内
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を

設
置
し
て
ほ
し
い
。

▼
審
査
状
況

　

こ
の
陳
情
は
、
文
教
福
祉
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
高
齢
社
会
や

健
康
の
増
進
を
考
え
る
と
、
誰
で
も
簡

単
に
取
り
組
め
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

必
要
性
は
認
め
ら
れ
る
が
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
の
普
及
や
設
置
後
の
管
理
運
営
を

考
え
る
と
、
公
式
競
技
が
可
能
な
規
模

や
競
技
団
体
の
組
織
化
を
検
討
す
る
必

要
性
が
あ
る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を

見
ま
し
た
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

不
採
択
と
な
っ
た
陳
情

取
り
下
げ
と
な
っ
た
陳
情

平
23
陳
情
第
10
号　

外
国
人
に
よ
る
請

願
・
陳
情
に
は
慎
重
な
対
処
を
求
め
る

陳
情

▼
願　

意

　

内
政
干
渉
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
教

育
基
本
法
の
定
め
る
教
育
の
目
的
な
ど

の
趣
旨
に
反
す
る
恐
れ
の
あ
る
、
外
国

人
に
よ
る
請
願
や
陳
情
に
は
慎
重
に
対

処
し
て
ほ
し
い
。

▼
審
査
状
況

　

こ
の
陳
情
は
、
議
会
運
営
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　
　

不
採
択
（
賛
成
な
し
）

　

本
会
議　
　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
購
入
は

夏
の
電
力
15
％
削
減
で

教
育
委
員
会
委
員
に内

田
氏
を
選
任

人
権
擁
護
委
員
に

込
山
氏
・
石
原
氏
・
下
山
氏
を
推
薦

平
成
23
年
度
秦
野
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て▼
要　

旨

　

東
日
本
大
震
災
や
原
発
事
故
に
伴
い
、

防
災
対
策
、
夏
の
電
力
需
給
対
策
、
地

域
経
済
支
援
策
な
ど
、
早
期
に
対
応
が

求
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
必
要
な

対
策
を
講
じ
る
た
め
、
歳
入
歳
出
予
算

に
そ
れ
ぞ
れ
８
４
２
１
万
１
０
０
０
円

を
追
加
す
る
も
の
。

　

補
正
財
源
と
し
て
は
、
県
支
出
金
お

よ
び
前
年
度
繰
越
金
を
充
て
、
収
入
の

均
衡
を
図
っ
た
も
の
。

▼
主
な
質
疑

問　

夏
の
消
費
電
力
を
前
年
に
比
べ
15

％
以
上
削
減
し
た
家
庭
だ
け
が
購
入
で

き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て
、

な
ぜ
対
象
か
ら
大
型
店
を
除
い
た
の
か
。

答　

地
元
小
売
店
は
、
長
引
く
景
気
の

低
迷
や
、
震
災
の
影
響
を
受
け
、
一
層

厳
し
い
営
業
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
不
景

気
の
影
響
を
受
け
や
す
い
小
売
店
の
活

性
化
を
図
る
た
め
大
型
店
を
除
い
た
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

秦
野
市
教
育
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

▼
要　

旨

　

髙
野
二
郎
委
員
が
平
成
23
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
辞
職
し
た
た
め
、
後
任
に
、

内
田
晴
久
氏
を
選
任
す
る
も
の
。

　

内
田
氏
は
、
昭
和
33
年
生
ま
れ
。
現

在
は
、
東
海
大
学
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　
　

同　

意
（
賛
成
全
員
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　

旨

　

込
山
ゆ
き
ゑ
委
員
、
榎
本
敏
子
委
員

お
よ
び
守
屋
喜
久
男
委
員
の
任
期
が
平

成
23
年
９
月
30
日
に
満
了
す
る
こ
と
に

伴
い
、
込
山
委
員
を
再
び
推
薦
し
、
榎

本
委
員
お
よ
び
守
屋
委
員
の
後
任
に
石

原
幸
子
氏
、
下
山
一
夫
氏
を
新
た
に
推

薦
す
る
も
の
。

　

込
山
氏
は
、
昭
和
23
年
生
ま
れ
。
平

成
20
年
か
ら
現
職
。

　

石
原
氏
は
、
昭
和
22
年
生
ま
れ
。
堀

川
小
学
校
校
長
等
を
歴
任
。

　

下
山
氏
は
、
昭
和
23
年
生
ま
れ
。
鶴

巻
小
学
校
校
長
等
を
歴
任
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　
　

適
当
で
あ
る
旨
答
申

平
23
陳
情
第
７
号　

鶴
巻
温
泉
病
院
が

鶴
巻
南
５
丁
目
２
番
地
内
に
建
設
予
定

の
認
知
症
施
設
建
設
に
反
対
す
る
陳
情

▼
取
り
下
げ
理
由

　

建
設
計
画
の
取
り
下
げ
の
た
め

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　
　

取
り
下
げ
承
認

＜６月定例会で審議した議案の議決結果＞
議案番号 議　　　案　　　名 議決結果
議案第 23 号 動産の取得について 原 案 可 決

（賛成全員）

議案第 24 号 不動産の無償譲渡について 原 案 可 決
（賛成全員）

議案第 25 号 専決処分の承認について 承 　 認
（賛成全員）

議案第 26 号 専決処分の承認について 承 　 認
（賛成全員）

議案第 27 号 市道の変更について 原 案 可 決
（賛成全員）

議案第 28 号 秦野市教育委員会の委員の選任について 同 　 　 意
（賛成全員）

議案第 29 号 平成 23年度秦野市一般会計補正予算（第１号）を定めることについて 原 案 可 決
（賛成全員）

報 告 第 1 号 平成 22年度秦野市一般会計継続費繰越計算書 報 　 告
報 告 第 2 号 平成 22年度秦野市一般会計繰越明許費繰越計算書 報 　 告
報 告 第 3 号 平成 22年度秦野市一般会計事故繰越し繰越計算書 報 　 告
報 告 第 4 号 平成 22年度秦野市水道事業会計継続費繰越計算書 報 　 告
報 告 第 5 号 平成 22年度秦野市水道事業会計予算繰越計算書 報 　 告
報 告 第 6 号 平成 22年度秦野市下水道事業特別会計継続費繰越計算書 報 　 告
報 告 第 7 号 平成 22年度秦野市下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書 報 　 告
報 告 第 8 号 平成 22年度秦野市下水道事業特別会計事故繰越し繰越計算書 報 　 告
報 告 第 9 号 秦野市土地開発公社の経営状況について 報 　 告
報告第 10 号 財団法人秦野市スポーツ振興財団の経営状況について 報 　 告
報告第 11 号 財団法人秦野市学校建設公社の経営状況について 報 　 告
諮 問 第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適当である旨

答 　 申

諮 問 第 2 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適当である旨
答 　 申

諮 問 第 3 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適当である旨
答 　 申

議提議案第１号 最低賃金制度の充実に関する意見書の提出について 原 案 可 決
（賛成多数）

議提議案第２号 秦野市議会議員の定数を定める条例の一部を改正することについて 否 　 決
（賛成少数）

議提議案第３号 議会活性化の一層の推進及び議員定数の検討に関する決議について 原 案 可 決
（賛成多数）

委 員 会 提 出
議 案 第 ４ 号 秦野市議会基本条例を制定することについて 原 案 可 決

（賛成全員）
委 員 会 提 出
議 案 第 ５ 号 秦野市議会委員会条例の一部を改正することについて 原 案 可 決

（賛成全員）

議会のうごき
○５月
16 日（月）	・代表者会議
	 ・議員連絡会
26日（木）	・議会活性化特別委員会
○６月
2 日（木）	・議会運営委員会
	 ・議会活性化特別委員会
7 日（火）	・市議会第２回定例会開会	 【傍聴者５人】
	 ・代表者会議
	 ・議会運営委員会
8 日（水）	・代表者会議
9 日（木）	・本会議（議案審議）	 【傍聴者２人】
　　　　	 ・議会運営委員会
10日（金）	・本会議（一般質問）	 【傍聴者43人】
13日（月）	・本会議（一般質問）	 【傍聴者70人】
	 ・議会運営委員会
14日（火）	・本会議（一般質問）	 【傍聴者8人】
	 ・代表者会議
15日（水）	・総務常任委員会	 【傍聴者なし】
16日（木）	・文教福祉常任委員会	 【傍聴者なし】
20日（月）	・都市建設常任委員会	 【傍聴者１人】
21日（火）	・議会運営委員会	 【傍聴者１人】
22日（水）	・議会活性化特別委員会	 【傍聴者なし】
	 ・代表者会議
25日（土）	・代表者会議
27日（月）	・代表者会議
28日（火）	・議会運営委員会
	 ・市議会第２回定例会閉会	 【傍聴者31人】
	 ・臨時議員連絡会
	 ・議会報編集委員会
29日（水）	・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第２回定例会

○７月　　
15 日（金）	・代表者会議
	 ・議員連絡会
○８月
5 日（金）・議会報編集委員会

生
活
で
き
る
最
低
賃
金
を

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
設
置
を

9月定例会で審査をする陳情・請願を受け付けております。提出の際には事前に議会事務局（☎ 82-9652）までご連絡お願いします。陳情・請願の提出について


